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o. はじめに
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英語のイントネーションとリズムは強勢やアクセントなどと合わせ

て、プロソディと呼ばれ、コミュニケーションの場においては個々の単

語の発音以上に重要視されることもある。もちろんイントネーションと

リズムとは密接な関係があり、いずれかのみを習得するというものでは

なく、イントネーションもリズムも更に強勢も同じ過程で習得すべきも

のである。しかし、発音・音声関係のテキストを開くと、イントネーシ

ヨンとリズムがそれぞれ別項目として扱われており、学習者にとってそ

れぞれ独立して習得すべき項目のように感じられるのである。

また、英語音声の研究に目を向けると イントネーションもしくはリ

ズム(等時性)の研究は数多く見受けられるが、イントネーションとリ

ズムの関連について検証した研究は非常に少ないようである。

本稿では、下降調のイントネーションと上昇調のイントネーションの

ようにイントネーションが異なると(もしくは音調核の種類が異なる

と)、リズムも異なってくるのか(等時性が崩れるのか)音響的な立場

から考察し、イントネーションとリズムの関係について検証する。

なお、英語のイントネーションには様々な学派があるが、本稿では最
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も広く研究現場で引用され、視覚的に理解がしやすいと思われるロンド

ン学派の英語イントネーションを採用する。また、英語イントネーショ

ンは音調核を中心に説明されることが一般的なので、本稿でも O'Connor

& Arnold (1973) が提唱する音調核について詳述する。

1 .イントネーションの構造

(1) 

英語のイントネーション型は、音調核の型を中心に決定される。例え

ば、ある発話において、下降上昇型の音調核ι が用いられると、それ

に先行する音調パターンは下降頭部・・・.であり、発話全体のイン

トネーション型は・・・.叱の様に決定される (O'Connor & Arnold, 

1973)0 つまり音調核の型が、話者の意図に沿って決まれば、前後に付

随する音調パターンはおのずと決定されていくのである。このように発

話ごとにイントネーションの型が決定されるわけであるが、この発話の

まとまりは語群と呼ばれ、 O'Connor& Arnold (1973) の言葉を借りれば、

語群は文法上関係のある言葉の塊である。英語母語話者は、イントネー

ション(厳密には音調核)を使い分けることで、一つの文をいくつかの

語群に分け、それぞれの語群に付加的な情報を与えている。このような

イントネーションの役割は 書き言葉における句読点に相当すると考え

られる。下記の例文では、(1)では 3 つの語群に、 (2)では 2 つの語群に分

けることで、 My sister の意味(合み)が異な ってくる。 (1)では、 My

sister が l 人であることを意味 し、 (2)では、 My sister が数人いるであろ

うことを示唆しているのである。

なお、本稿も O'Connor & Amold (1973) に沿い、文法的に密接な関

連をもっ語群を隔てるのに単縦線 C I J 、語群の完全な区切りである文

の終わりには複縦線 C 11 J を用いている。
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(1) My sister, 1 who lives in Edinburgh, 1 has just had twins. 11 

「私の唯一の姉が、たまたまエデインパラに住んでいて、双子を授

かった。」

(2) My sister who lives in Edinburgh 1 has just had twins. 11 

「私の数人の姉のうちエデインパラに住んでいる一人の姉が、双子

を授かった。 (O'Connor & Arnold, 1973 , p. 3) 

次に、語群の構成部分について考えると、それぞれの語群は、前頭部、

頭部、音調核、尾部に分割可能である (O'Connor & Amold, 1973) 。 こ

の 4 要素は音調核を中心として関連付けられており、構造上、前頭部、

頭部、尾部が現れない語群は考えられるが、音調核が現れないことはあ

りえない。よって、 一つの語群は以下のいずれかの形となる。

音調核

音調核+ [尾部〕

〔前頭部J +音調核

〔頭部J +音調核

〔前頭部J +音調核+ [尾部〕

〔前頭部J + [頭部〕十音調核

〔頭部J +音調核+ [尾部〕

〔前頭部J + [頭部 J +音調核+ [尾部〕

1.1.イントネーションの表記法

既に前節でも採用しているが、本稿では、イントネーションを表記す

る 上で二種類の音調符号を用いている 。 即ち、 ..・. .~.. のよ

うな Tone note (音符式符号)と My I mother 0 came from 'London. のよう
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な文字に直接付ける Diacritical mark (文字補助符号)である。

<Tone note) 

音調核;~ ~ ~ &) -v .... 土

尾部を伴う音調核、あるいは強く発音する音節;

-・・・一量一 一里一 一竺一 一二一 一一一

弱く発音する音節;工

<Diacritical mark) 

. . 

音調核; [,] ['] [/] [/] [V] [̂ ] [>] 

. 

頭部、あるいは前頭部、尾部で強く発音する音節;

[1] [1] [0] [0] [",] [、]

弱く発音する音節;無符号

前頭部で高く発音する音節; [ ] 

<Tone note) と <Diacritical mark) の対応例

He was a Igood 'driv-er, 1 1 Ahink. 11 

土色_L_ _ ! _  ~ 

(|(|(|( 11(|(| 

①前頭部(文の導入部分である。通常、低く、短く、速く読まれる。)

②頭部(文の重要部分であり、音調核への道標となる。)

③音調核(文における最重要音節である。強く、しっかりと発音される。)

④尾部(音調核に後続する全ての音節を指す。尾部の形は音調核に左

右される。)

1.2. 強勢、アクセント、卜ニシティ

強勢、アクセント、 トニシティは、英語イントネーションを扱う上で
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非常に重要な用語であるが、学派 ・ 学者に よりその定義は様々である 。

以下では、ロンドン学派の定義に沿ってそれぞれ概説する。

1.2.1.強勢

ある語群において、 一つの音節が隣り合う音節より相対的に強く・長

く発話される時、その音節には強勢があると言う。 一般的に強勢は内容

語(名詞、動詞、形容詞、副詞等)に置かれ、機能語(前置詞、接続詞、

冠詞、関係詞等)には置かれない。次章で詳述するが、英語では、時間

的に等間隔に強勢音節が現れることでリズムが構成される。

以下において、強勢音節は太字で表記されている。

1 wrote a let-ter to Mar-y yes-ter-day. 

1.2.2圃アクセント

ある語群において、意味上重要な単語の強勢音節にピッチ変化を与え

られた時、その音節にはアクセン ト があると言う。つまりアクセントと

は、強勢+ピ ッチ変化であり、たとえ、ある音節に強勢が置かれていて

も、それが意味上重要でなければ、その音節にはピッチ変化が無く、ア

クセントを受けることはないのである (O'Connor & Arnoldラ 1973) 。

以下では、アクセントを受けた強勢音節はイタリック体で表記 した。

1 Iwrote a Olet-ter to 'Mar -y oyes-ter-day. 11 . 一面ーーす一

?三」ー 一聖一 一旦_ .__I_ 

1.2.3. 卜ニシティ

ある語群において、最後にアクセン ト を受けた強勢音節を音調核とい

い、語群において、どの強勢音節に音調核を置くべきかを決定すること
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をトニシティと言う。 トニシティは話者の意図、強調、対照等により異

なるが、英語母語話者は意味上最も重要な単語の強勢音節に音調核を与

える。一方、神谷 (2002) 等によると、日本人英語学習者は、常に音調

核を最後の単語の強勢音節に置く傾向がある。

(例)財布を忘れたことを強調する場合

英国人 1 '1eft my 'wal-let in the otrain.11 

. . 
~ 一聖一

日本人: 1 'left my owal-let in the 'train.11 

. . .. . . 面弓〈

上記をまとめると以下のように表すことが可能である。

1 Iwrote a Olet-ter to 'Mar-y oyes-ter-day. 11 

S S S S s=強勢

A A A= アクセント

N N =音調核

2. 英語のリズム

英語のリズムについてはイントネーションのように様々な学派が存在

するわけではなく「等時性」という概念をもとに説明されることが多い。

そのため、本稿でもこの伝統的な概念に沿って述べていく。

英語は強勢拍リズム言語に属し、強く発音する強勢音節と、弱く発音

する弱音節が存在する。英語母語話者の発話を観察すると、強勢音節(惨)
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と弱音節( ~ )が混在するにもかかわらず、各強勢間の時間的な距離が

一定に近づく傾向がみられる。 この現象が、「等時性」と呼ばれ、英語の

リズムを生み出していると考えられているのである。下記の 2 つの例文

では、単語数は異なるが、強勢音節(惨)の数は同じである。従って(1)

と (2)はほぼ同じ長さで発話さ れることになる。そのためには、例えば(1)

の drink と (2)の drinking their が同じ長さで発話されることになり、 drink

はしっかりと長く、 drinking their は素早く短めに発話される ことになる 。

また、 (2)の drinking their のみについて考えてみると 、 これは 3 つの音節

(drink, ing, their) から構成されていることが分かる 。 しかしこれら 3 つ

の音節はそれぞれ同じ長さで発話されるのではなく、強勢音節 (drink)
(2) 

が弱音節 (ing， their) よりもしっかりと長く発話される傾向がある 。

( 1) Girls drink tea. 

I ~ I ~ I 惨

フットフットフット

(2) The girls are drinking their tea. 

~ I ~ ~ I 炉ー炉 I ~I 

フット フットフット

上記のように、強勢音節から次の強勢音節に至るまでの単位は「フッ

ト」と呼ばれ、フットは l つの強勢音節 とそれに後続する弱音節から構

成されている。フットは強勢音節で始まるため、 (2)の The はフットか

らはみ出してしまう。このはみ出した The の扱いには 2 つの考え方が

ある。まず l つはこのはみ出した部分が意味的に重要ではなく他の弱音

節以上に速く発話されることから、これを余剰部 (anacrusis) としてフ

ットの概念から除外する考え方であり、本稿ではこの考え方に沿ってい
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る。もう l つの考え方は、下記の(3)のように、 The の前に無音強勢(八)

が先行するというものである。この考え方を導入すると、文頭の The も

フットの一部となり、文全体ではフットが l つ増すことになる。

(3) The girls are drinking their tea. 

1 ^ 砂 1 ~ ... I~ ...惨|惨|

フット フット フット フット

2.1.内容語と機能語

既に述べたように、フットとは強勢音節から次の強勢音節に至るまで

として説明される。ここでいう強勢とは、単語レベルの強勢(語強勢)

のことではなく、文レベルの強勢(文強勢)のことである。全ての単語

は潜在的に強勢を受けるが、単語が結び、っき文となると、強勢を受ける

語と強勢を受けない語に分けられる。強勢を受ける語は、文の意味内容

を理解する上でその語自体が重要であるため「内容語」と呼ばれ、強勢

を受けない語は、意味上重要ではなく語嚢をつなぐ文法的機能を果たす

ため「機能語」と呼ばれている。内容語には名詞、動詞、形容詞、副詞、

疑問詞、数詞、指示詞、間投詞などが挙げられ、機能語には前置詞、接

続詞、冠詞、人称代名詞、 be 動詞、助動詞、関係詞などが挙げられる。

従って、例えば My father will buy a Japanese car. の文に強勢を与えると

(1)のようになる。

(1) My father wiU buy a Japanese car. 

... 1 炉... "'I~ 炉炉酔|炉 I~I

(2) My father will buy a Japanese car. 

ー I~'" "'I~"'I 炉... "'I~I 
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もし(1)の文において、 My (人称代名詞)や wiU (助動詞)に強勢を

与えて発話すると、強調や対比といった特別な意味が生じてしまう恐れ

がある。また(1)の文は、 Japanese と car の強勢が衝突 (stress clash) し

ているため、 (2)のように Japanese の強勢を前方の第二強勢へと移動 (stress

shi立)させることも頻繁にみられる 。 (2)のように強勢移動が生じた場合

は、結果として等時性が得やすい強勢配置となることが原則である。強

勢移動は必ずしも生じるというものではないが、英語のリズムや等時性

を考える上では、非常に重要な現象である。

3. イントネーションとリズムの関連性について

Kamiya (2010) が実施した音声実験によると、音調核がどの位置に

現れようと、音調核が置かれたフットは常に伸長する (Kamiya， 2010) 。

このことは、音調核が発話時間に影響を与えており、英語のイン ト ネ ー

ションとリズムには密接な関係があることを示唆している。

本章では、これまでの先行研究を踏まえ、英語母語話者の発話をイン

トネーションとリズムの観点から音響実験を行い、イントネーションと

リズムの関連性について、音調核の置かれたフットの伸長率と音調核の

種類について検証していく。

なお、本実験では、音調核の種類によってフットの伸長率が異なるの

か否かについて分析し、その結果を基に英語イントネーションとリズム

の関係について考察を行うため、 Betty stayed in Leeds last year. という同

一文を材料に、文脈により音調核の種類が異なっても、常に Leeds に音

調核が置かれる発話環境を設定し、 Leeds の発話時間を測定する。
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3.1.音調核の種類

これまで、多くの音声学者によって音調核の種類や記述方法が考案さ

れてきた(Armstrong & Ward, 1931; Palmer, 1933; Pike, 1945; Bolinger, 

1951; Trager & Smith, 1951; Jassem, 1952; Kingdom, 1958a; Halliday, 1970; 

O'Connor & Arno1d, 1973; Brazil, 1975; Pierrehumbertラ 1980) 。しかしなが

ら依然として一定の見解は得られていないのが現状である。本実験では、

多くの音声学者が採用している音調核の種類を基準に、 4 種類の音調核

(上昇調、下降調、下降上昇調、上昇下降調)を採用することにした。

音調核の記述方法は、強勢音節、弱音節、ピッチ方向を視覚的に把握し

易いという理由から、既に本稿でも採用している O'Connor & Arnold 

(1 973) に沿った。

3.2. 実験方法

英文: Betty stayed in Leeds last year. を材料に、常に Leeds に音調核が

置かれる発話環境の下、 音調核の種類によって Leeds の伸長率が異なの

か否かについて分析を行った。対象とした音調核は上昇調、下降調、下

降上昇調、上昇下降調の 4 種類である。まず、英文: Betty stayed in 

Leeds last yea工が文脈上適切な位置に現れ、 実験対象とした 4 種類の音

調核が常に Leeds に置かれる会話文をそれぞれ設定した(以下の実験材

料を参照)。次に、適切な音調核を用いて発話してもらう為、 O'Connor

& Arnold (1973) の音調符号を Leeds に置き、視覚的な情報も与えた。

実験方法、実験目的の説明後、被験者に、英文: Betty stayed in Leeds 

last ye訂.のみを発話してもらい、音調核が置かれた Leeds の発話時間を

測定した。尚、被験者は 8 名の英語母語話者であり、得られた音声を

SUGI Speech Analyzer と いう音声分析可視化ソフトを用いて分析した。



実験材料

(Question) 

A: 1 met Betty in London last week. 

B: Betty stayed in Leeds last year? 

‘ノ

A: Yes, she returned to London already. 

(Declaration) 

A: Where did Betty stay last year? 

B: Betty stayed in Leeds last year. 

・\

A: Really? 1 thought she was in London. 

( Connotation) 

A: My mother lived in Leeds. 

B:Ohラ well， Betty stayed in Leeds last year, (but...) 

司J

A: Where is she now? 

(Irritation) 

A: Betty moves quite often. 

B: 1 know. Betty stayed in Leeds last year. 

-', 

A: Where is she moving next? 

3.3. 実験結果

93 

以下は、各被験者の実験結果を表にまとめたものである。 表 l は文全
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体及び Leeds の発話時間を msec. で表したものであり、表 2 は文全体に

占める Leeds の発話時間を割合で示したものである。被験者が最も長く

発話した箇所を網掛けで示した。

表 l 発話時間
Leedsl 文 (msec. 表示)

カナダ人 カナダ人 イギリス人 アメリカ人 アメリカ人 アメリカ人 アメリカ人
ニ一ニー ニ1 ・一、/令 ー-

ランド人

上昇調 41I11842 25811466 26811385 34311578 405/1752 458//812 44112143 466/1611 

下降調 268/1478 287/1673 373/1440 32711472 50312048 316/1327 573/2208 360/1853 

下降上昇調 38011742 31711723 317/1538 322/1639 435/1809 36811516 589/2010 47111883 

上昇下降調 351/1529 25111532 250/1394 334/1461 49611900 33011379 65912265 41111697 

表 2 発話比率
Leeds (%表示)

カナダ人 カナダ人 イギリス人 アメリカ人 アメリカ人 アメリカ人 アメリカ人
ニ一二ニL'一ーシ、: ー一

ランドノ\

上昇調 22.30% 17.60% 19.40% 21.70% 23.10% 25.28% 20.60% 28.90% 

下降調 18.10% 17.15% 25.90% 22.20% 24.60% 23.81% 26.00% 19.40% 

下降上昇調 21.80% 18.40% 20.60% 19.70% 24.10% 24.27% 29.30% 25.00% 

上昇下降謂 23.00% 16.38% 17.90% 22ι90% 26.1ρ% 23.93% 29.10% 24.20% 

3.4. 考察

下降上昇調、上昇下降調の音調核は 2 つのピッチ変化を伴う為、発話

時間も必然的に長くなると予想していたが 表 l 表 2 からも分かるよ

うに、本実験において音調核の種類とフットの伸長率に相関性はみられ

なかった。この理由は、 O'Connor & Arnold (1973) の理論を用いること

で説明可能である。それは、音調核 (Nucleus) に尾部 (Tail) が後続す

る発話においては、下降上昇調、上昇下降調のピッチ変化は、音調核内

ではなく、音調核と尾部を通して完了するということである。結果、こ

の実験から言えることは、音調核の種類が英語のリズムに影響を与える

ことはないということである。
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4. 結論

本稿では、英語のイントネーションとリズムの関連性について、英語

母語話者を被験者とした音声実験を通して考察してきた。代表的な 4 種

類の音調核が置かれたフットの発話時間それぞれを比較した結果、音調

核の種類が発話時間すなわちリズムに影響を与えることはないことが明

らかになった。本稿では、この理由を O'Connor & Arnold (1973) の理

論で説明を試みた。

ところで、前述のように現在に至るまで絶対的な英語イントネーショ

ンの理論は確立されていない。このことは、逆説的に、英語イントネー

ションを理論化することが、いかに困難であるかを示している。したが

って、本稿では O'Connor & Arnold (1973) の理論に基づいて議論を進

めてきたが、この結果が絶対的なものだと結論付けるべきではないだろ

う。本実験で得られた結果を他のイントネーション理論を当て最めて検

証することで、異なった結果、もしくは新たな傾向を見出すことが可能

かもしれないのである。この点はリズムについても当て最まる。本稿で

は、リズムに関してもかなりの紙面を費やして説明を試みた。しかしこ

のリズムの規則も「等時性」を大前提としたものであり、実は、「等時性」

に真っ向から反対している研究者も多数いるのである (Shen & Peterson, 

1962; Bolinger, 1965; O'Connor, 1965; Lea, 1974; Nakatani, O'Connor & 

Aston, 1981) 。

一方で、序論で触れたように、英語イントネーションやリズムそれぞ

れに関する研究は盛んであるが、イントネーションとリズムの関連につ

いて検証した研究はまだ十分とは言えない。そのような状況を鑑みると、

本研究の価値は少なからず見出すことができると思われる。
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;王

(1) イントネーションは語群全体の発話型と定義できる。一方で、本論でも

述べるが、語群の中で中心的な役割を果たすのは音調核である。イントネ

ーションと音調核が同じように、時には同義に扱われることが多いのはこ

のためである。

(2) 強勢を受けた母音は、強勢を受けない母音よりも約50%長くなるとい

う研究報告がある (Lehiste ， 1970) 。これは強勢音節の方が弱音節よりも約

50%長くなるとほぼ同様の意味である。

(3) フットを構成する音節数については様々な所見があり、最大で 6 つとい

う研究者 (Halliday， 1985) から音節数が 4 つになると等時性は観察されな

くなるという研究者 (Uldall ， 1971) までいる。

(4) 数名の被験者は、音調核を適切に使い分けておらず、特に上昇下降調の

音調核を用いて発話することに難色を示した。この結果は、上昇下降調の

音調核はあまり多用されないことを示唆している。しかし、本実験の目的

は、音調核の種類と伸長率を把握することである為、適切な音調核を用い

て発話できなかった被験者には、 Intonation ofColloquial English (O'Connor, 

J. D. & Arnold, G. F. 1973) 付属のカセットテープを聞かせ、音調パターン

を事前に把握させ、再度、同一実験を行った。
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